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議会の動き
１月22日　議会運営委員会
１月24日　議会運営委員会、第１回臨時会本会議
２月19日　議会運営委員会
　　21日　議会運営委員会
 　  25日　本会議
３月３日　議会運営委員会、本会議（会派代表質問）
　　 ４日　議会運営委員会、本会議（会派代表質問）
　　 ５日　議会運営委員会、本会議（一般質問）、
　　　　　 予算特別委員会（正副委員長互選）
　　 ６日　予算特別委員会（総括）
　　 ７日　予算特別委員会（総務常任委員会所管事項）
　　 10日　予算特別委員会（経済常任委員会所管事項）
　　 11日　予算特別委員会（厚生常任委員会所管事項）
　　 12日　予算特別委員会（建設常任委員会所管事項）
　　 13日　予算特別委員会（総括）
　　 14日　総務・経済両常任委員会
　　 17日　厚生・建設両常任委員会
　　 21日　議会運営委員会、本会議

第１回臨時会は、令和７年１月24日の１日間の会期で開かれ、
国の補正予算における物価高騰対策として追加交付されること
となった重点支援地方交付金を活用する「住民税非課税世帯支
援給付金給付事業費」などが計上された、令和６年度一般会計
補正予算案について審議しました。
第１回定例会は、２月25日から３月21日までの25日間の会期
で開かれ、令和７年度当初予算案および令和６年度補正予算案
など41件の議案について審議しました。

小樽市議会委員会条例を一部改正
　大規模災害や感染症のまん延時に常任委員会への委員のオン
ライン参加が可能となるよう、小樽市議会委員会条例の一部を
改正する条例案が議員提出され、全会一致で可決しました。
・施行期日　令和７年４月１日

＊＊臨時会・定例会の議決結果は、12ページをご覧ください＊＊

令和7年　第1回臨時会・第1回定例会

　2000（平成12）年11月に第１号が刊行された「おたる市議会だより」は、本号で第100号を迎えました。小樽市議会広報委
員会では、今後も市民の皆様に読んでいただけるよう、魅力ある広報の発信に取り組んでまいります。

令和7年　第1回臨時会・第1回定例会を開催　補正予算・新年度予算などについて審議



令和７年５月１日

【 主 な 質 問 項 目 】

▽

　
　
　
行
政
主
導
で
堺
町
通
り
、
運

　
　
　
河
、
中
央
通
り
に
ご
み
箱
を

設
置
す
る
場
合
、
市
単
独
で
は
管
理

が
困
難
な
ど
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
観

光
事
業
者
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ご
み
箱

の
設
置
と
ポ
イ
捨
て
問
題
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
市
の
ご
み
捨
て
有
料
化
に
伴

　
　
　
い
、
家
庭
ご
み
の
持
込
み
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
ご
み
箱
の
撤
去

を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
ご
み

箱
設
置
に
よ
り
同
様
の
状
況
が
発
生

す
る
可
能
性
の
ほ
か
、
設
置
箇
所
や

冬
場
の
管
理
面
で
の
課
題
も
あ
り
、

新
た
な
ご
み
箱
の
設
置
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
対
策
に
つ

い
て
は
、
小
樽
市
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
連
絡
協
議
会
で
協
議
・
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に
つ

　
　
　
い
て
、
来
年
度
以
降
は
、
要

請
が
あ
れ
ば
入
隊
適
齢
者
の
情
報
提

供
を
紙
媒
体
で
行
う
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
名
簿
提
供
に
抵
抗
感
を
覚
え

　
　
　
る
市
民
も
お
り
、
全
国
的
に

は
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
事

例
も
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

と
し
て
は
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定

に
沿
っ
て
、
閲
覧
と
い
う
形
で
対
応

し
て
お
り
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
の
高

　
　
　
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
銭
函
地

域
に
も
病
児
保
育
を
利
用
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
設
置
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
も
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
病
児
保
育
が
利
用
し
づ
ら
い

　
　
　
と
い
う
、
市
内
中
心
部
か
ら

離
れ
た
地
域
に
居
住
す
る
市
民
か
ら

の
声
を
把
握
し
て
お
り
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市
全
体
の
病
児

保
育
の
実
施
体
制
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
専
用
施
設
や
事
業
者
等
の
確
保
、

専
門
職
の
人
材
確
保
な
ど
が
設
置
に

向
け
た
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
選
定
療
養
費
を
導
入
し
た
こ

　
　
　
と
で
、
ど
れ
だ
け
受
診
者
数

に
影
響
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
目

的
に
沿
っ
た
導
入
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
選
定
療
養
費
の
導
入
に
よ
り
、

　
　
　
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
と
い
う
受
診
行
動
の
変
容
が

進
み
、
他
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ

た
患
者
数
は
、
前
年
度
比
較
で
約

９
％
増
加
し
ま
し
た
。
当
院
の
専
門

的
な
治
療
が
終
了
し
日
常
的
な
身
体

管
理
が
必
要
な
患
者
は
、
地
域
の
医

療
機
関
に
依
頼
し
て
い
る
た
め
、
再

来
患
者
数
は
約
３
％
減
少
し
て
い
る

ほ
か
、医
療
機
関
ご
と
の
機
能
分
化
・

連
携
強
化
が
推
進
さ
れ
、
当
院
が
本

来
担
う
べ
き
専
門
的
な
治
療
に
専
念

で
き
る
と
と
も
に
、
診
察
ま
で
の
待

ち
時
間
に
関
す
る
苦
情
も
減
っ
て
い

る
た
め
、
期
待
さ
れ
て
い
た
効
果
が

表
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

 

　
　
　
今
働
い
て
い
る
看
護
師
に
長

　
　
　
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

魅
力
あ
る
職
場
へ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
の
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
看
護
部
で
、
時
間
外
勤
務
の

　
　
　
多
さ
と
有
給
休
暇
の
取
得
を

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

今
後
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
問
診
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活

用
な
ど
に
よ
る
業
務
の
省
力
化
に
向

け
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
の
観
光
案
内
所
の
情
報

　
　
　
検
索
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
情
報

提
供
用
の
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
状
況
を

示
す
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

リ
ア
ル
対
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
て
共
存
す
る
形
の
観
光
案
内

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
モ
ニ
タ
ー
は
、

　
　
　
ど
の
案
内
所
に
も
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
現
状
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
は
課
題
解
決
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
一
方
、
対
面
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
い
対
応
も
依
然

と
し
て
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
今
後
の
再
開
発
の
実
現
性
に

　
　
　
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
実
施
予
定
地
の
地
盤
の
安
全

　
　
　
性
に
つ
い
て
、
調
査
や
評
価

が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
再
開
発
は
、
本
市
の
観

光
振
興
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
今
後
も
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽帯状疱疹ワクチン接種費用助成を

▽日本遺産認定で地域経済活性化を

▽ケ
※

イシイシイとの連携で街の活性化を

▽冬の大型クルーズ船の寄港増を

▽観光地のツルツル路面解消

▽小樽がらす市を盛り上げるために

▽空き家を減らす取組

▽除雪費は今後も上がり続けるのか

▽外国人による迷惑行為の対応窓口

▽公共施設駐車場の有料化の考え方

▽文化芸術振興基本計画の取組

▽市道の維持管理

▽用途地域等見直し推進事業

▽街路防犯灯設置費補助金見直し

▽観光船ターミナル管理運営経費

【
代
表
質
問
】

みらいの会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線511

【
一
般
質
問
】

平ひ
ら
と戸 

理さ
と
し史 

議
員

市
立
病
院
の
選

※

定
療
養
費
に
関
し
て

※…11ページの用語解説をご覧ください。

小こ
い
け池 

二じ
ろ
う郎 

議
員

観
光
地
に
ご
み
箱
設
置
を

自
衛
隊
に
積
極
的
な
協
力
を

病
児
保
育
環
境
の
充
実

市
立
病
院
の
看
護
師
離
職
防
止

白し
ら
は
ま濱

　 

聡さ
と
し 

議
員

観
光
案
内
所
の
機
能
強
化

オ
タ
モ
イ
海
岸
再
開
発
の
実
現
性

み
ら
い
の
主
な
質
問



令和７年５月１日

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
委
託

Ｇ

※

Ｐ
Ｓ
人
流
デ
ー
タ
活
用
と
公
開

公明党の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111　内線516

【 主 な 質 問 項 目 】

▽

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　
　
　
委
託
は
、
一
過
性
の
も
の
で

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
委
託
に

当
た
っ
て
、
費
用
対
効
果
や
後
年
度

の
負
担
、
財
源
を
踏
ま
え
て
、
実
施

の
判
断
に
至
っ
た
理
由
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
持
つ
民
間
事

　
　
　
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
学
び
と
遊
び

の
充
実
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
支
援
員

等
へ
の
研
修
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
充

実
、
人
材
確
保
の
円
滑
化
等
、
直
営

で
は
実
現
困
難
な
課
題
の
解
決
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
一
般
財
源

に
よ
る
負
担
増
と
な
る
見
通
し
で
す

が
、
効
果
の
高
い
事
業
が
継
続
的
に

実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
委
託
化
す
る
判
断
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
人
流
デ
ー
タ
で
取
得

　
　
　
す
る
デ
ー
タ
の
種
類
、
取
得

範
囲
・
場
所
、
期
間
、
頻
度
な
ど
の

要
件
と
そ
の
理
由
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
企
画
立
案
な
ど
を
想
定
し
て
デ

ー
タ
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
示
す
ほ
か
、
デ
ー
タ
の
積
極
的
な

公
開
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
で
の
年
間
を
通
じ
た
観

　
　
　
光
客
の
数
や
動
態
に
つ
い
て
、

居
住
地
や
来
訪
時
間
帯
、
滞
在
時
間
、

移
動
元
や
移
動
先
の
分
布
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
令
和
７
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
、
端
末
Ｉ
Ｄ
や
推
定
居
住

地
、
取
得
年
月
日
や
時
間
帯
、
取
得

時
の
緯
度
・
経
度
を
15
分
ご
と
に
取

得
し
ま
す
。
デ
ー
タ
は
、
観
光
戦
略

の
企
画
立
案
や
観
光
基
本
計
画
の
策

定
等
に
活
用
す
る
ほ
か
、
観
光
客
の

数
や
動
態
を
把
握
す
る
調
査
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
地

※

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
経
済
団
体

と
も
共
有
し
、
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
観
光
行
動
基
準
を
策
定
し
た

　
　
　
京
都
市
の
よ
う
に
、
本
市
も

観
光
客
が
本
市
の
魅
力
を
し
っ
か
り

味
わ
い
、
市
民
も
よ
り
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
、
地
域
に
貢
献
す
る
観

光
を
目
指
し
た
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
実
現
に
向
け
て
、
十
分

に
取
組
を
進
め
て
き
た
と
考
え
ま
す

か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
京
都
市
の
観
光
行
動
基
準
の

　
　
　
ほ
か
、
他
自
治
体
の
取
組
を

確
認
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
は
地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
観
光
事
業
者
と
の
議
論
ま

で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
取
組
は
十

分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
来
年
度
の
自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ

　
　
　
ス
の
運
行
実
証
結
果
を
踏
ま

え
て
、
市
内
の
他
エ
リ
ア
で
の
運
行

や
自

※

動
運
転
レ
ベ
ル
４
の
導
入
な
ど

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
レ
ベ
ル
４
を
将
来
的
に
本
市

　
　
　
で
本
格
導
入
す
る
に
当
た
っ

て
、
他
都
市
で
実
施
さ
れ
た
実
証
運

行
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
、
今
回

の
実
証
運
行
の
検
証
を
踏
ま
え
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
レ
ベ
ル
４
の
導
入
に
向
け
た

　
　
　
実
証
運
行
の
内
容
に
つ
い
て
、

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
冬
季
及
び
坂
道
で
の
自
動
運

　
　
　
転
技
術
の
調
査
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
相
続
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

　
　
　
終
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
空
き
家
問
題
な
ど
も
含
め

て
の
総
合
的
な
窓
口
と
な
る
の
か
、

対
応
業
務
に
つ
い
て
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
親
族
な
ど
が
亡
く
な
っ
た
際

　
　
　
に
必
要
な
43
種
類
の
手
続
の

う
ち
、
各
種
被
保
険
者
証
の
返
還
な

ど
、
23
の
簡
易
な
手
続
に
つ
い
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
と
と
も
に
、

年
金
な
ど
の
専
門
的
な
対
応
が
必
要

と
な
る
20
の
手
続
の
ほ
か
、
終
活
や

空
き
家
な
ど
の
相
談
は
、
窓
口
で
内

容
を
伺
っ
た
上
で
、
担
当
課
や
関
係

機
関
に
案
内
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小
樽
内
の
市

　
　
　
役
所
機
能
を
一
部
移
転
し
た

フ
ロ
ア
へ
、
期
日
前
投
票
所
の
増
設

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
市
役
所
機
能
の
一
部
を
移
転

　
　
　
し
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
人
の
流
れ
や
集
客
状
況
の
ほ

か
、
そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
も

見
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽AI・R
※

PA関係経費について

▽デジタル外部人材関係経費について

▽事業承継について

▽市政アンケートモニター事業費について

▽１か月児健康診査費について

▽ヤングケアラー支援体制強化事業費について

▽子どもの夢を応援する事業について

▽市内の戦跡について

▽小樽産品販路拡大強化支援事業費について

▽マンション管理適正化推進法

▽街路防犯灯移設時の補助について

▽除排雪について

▽部活動地域移行のスケジュール

▽特別支援教育就学手続の情報提供

▽官民連携とオ
※

ープンイノベーション

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

※…11ページの用語解説をご覧ください。

横よ
こ
お尾 

英え
い
じ司 

議
員

白し
ら
か
わ川 

貴た
か
し
ろ城 

議
員

レ

※

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組

自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

自
動
運
転
実
証
の
内
容
は

お
く
や
み
窓
口
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て

（写真提供 :当別町）

公
明
党
の
主
な
質
問
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宿
泊
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
以

　
　
　
外
の
自
主
財
源
獲
得
へ
向
け

た
現
在
の
取
組
状
況
と
市
の
考
え
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
継
続
的
な
企
業
誘
致
に
よ
り

　
　
　
立
地
が
進
み
、
固
定
資
産
税

の
増
収
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
活
用
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
強

化
を
図
る
ほ
か
、
今
夏
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
小
樽
港
観
光
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン

サ
ー
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た
取
組
を

強
化
・
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
義
務
的
経
費
の
支
出
に
つ
い

　
　
　
て
、
見
直
し
・
工
夫
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
中
長
期
財
政
収
支

計
画
を
実
行
す
る
中
、
今
後
の
取
組

と
市
の
考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
人
件
費
は
、
人
事
院
勧
告
に

　
　
　
伴
う
給
与
改
定
な
ど
に
よ
り

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
や
業
務
の
見
直
し
な
ど

で
改
善
を
図
り
、
経
費
の
節
減
に
努

め
ま
す
。
公
債
費
は
、
中
長
期
財
政

収
支
計
画
に
お
い
て
、
早
期
か
ら
普

通
建
設
事
業
費
の
抑
制
や
国
の
補
助

金
の
活
用
等
を
重
点
的
な
取
組
と
し

て
い
る
た
め
、
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
　
　
　
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
、

　
　
　
日
本
の
生
活
様
式
や
習
慣
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
発
信
の
必
要
性

を
訴
え
る
声
が
あ
る
中
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
、

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ア
ジ
ア
圏
な
ど
に
サ
ー
バ
ー

　
　
　
を
有
し
、
多
言
語
の
情
報
発

信
が
可
能
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
悠
悠

北
海
道
」
で
マ
ナ
ー
に
関
す
る
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
外
国
人
観

光
客
向
け
に
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
紹

介
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ク
ル
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

　
　
　
ヤ
ー
特
別
賞
の
受
賞
に
よ
り
、

令
和
７
年
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
数

な
ど
に
前
向
き
な
変
化
は
生
じ
て
い

る
の
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
寄
港
数
は
、
現
時
点
で
昨
年

　
　
　
を
上
回
る
33
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
港
で
船
が
一
泊
以

上
停
泊
す
る
寄
港
が
、
昨
年
の
４
回

か
ら
８
回
に
増
え
、
小
樽
港
を
発
着

す
る
ク
ル
ー
ズ
も
、
昨
年
の
５
回
か

ら
７
回
に
増
え
る
な
ど
、
乗
客
者
等

の
消
費
効
果
が
期
待
で
き
る
前
向
き

な
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
除
排

　
　
　
雪
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
予
防
保
全
的
な
作
業
を
念
頭

　
　
　
に
、
12
月
下
旬
か
ら
排
雪
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
１
月
29
日
か

ら
２
月
２
日
に
か
け
て
、
92
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
降
雪
が
あ
っ
た
も
の
の
、

予
防
保
全
的
な
作
業
を
行
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
交
通
障
害
等

が
発
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

暖
気
に
よ
り
路
面
状
況
が
悪
化
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
応
の
遅
れ
が

生
じ
た
た
め
、
課
題
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
向
上
は

　
　
　
地
方
創
生
に
と
っ
て
不
可
欠

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
の
活
性
化
や
人
口
流
出

　
　
　
の
抑
制
な
ど
地
方
創
生
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
日

本
遺
産
認
定
を
契
機
と
し
、
本
市
の

歴
史
や
文
化
、
民
の
力
に
よ
っ
て
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
再
認
識
す
る
機
会
を
創
出
し
、
若

い
世
代
へ
向
け
た
ふ
る
さ
と
教
育
な

ど
を
引
き
続
き
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
に
は
道
内
唯
一
の
能
楽

　
　
　
堂
を
有
す
る
小
樽
市
公
会
堂

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
市
民
や
観
光
客
に
対
し
て
、

　
　
　
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
的
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
無
料
交
付
し
て
い
る
30
リ
ッ

　
　
　
ト
ル
の
指
定
ご
み
袋
に
つ
い

て
、
高
齢
者
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持

ち
込
む
の
は
大
変
な
た
め
、
小
さ
い

サ
イ
ズ
に
変
更
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
小
さ
い
サ
イ
ズ
に
変
更
す
る

　
　
　
こ
と
は
、
ご
み
出
し
の
際
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
ご
み
袋
の
作
成
枚
数

や
運
搬
費
用
の
増
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽市役所本庁舎整備検討事業について

▽日本遺産認定後の取組状況について

▽市内の都市計画区域等について

▽市内の経済の今後について

▽水産高校の缶詰をふるさと納税返礼品に

▽シニアカー購入に補助金を

▽予防接種健康被害救済制度について

▽小樽桂岡線のバス路線について

▽ボ
※

ラードとカラー舗装での歩車分離

▽ポ
※

ットホールとコンクリート舗装

▽合同部活動と地域移行について

▽物価高騰における給食について

▽市街化調整区域の違法建築物について

▽観光の課題解決とこれからの観光

▽街路防犯灯設置費補助金制度の見直し

自由民主党の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線257、512、513

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

※…11ページの用語解説をご覧ください。

　
　
　
　
　
佐さ
と
う藤

奈な

お

み
緒
美 

議
員

　
　
　
　
　 
中な
か
む
ら村 

吉よ
し
ひ
ろ宏 

議
員

自
主
財
源
獲
得
へ
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

義

※

務
的
経
費
の
支
出
の
見

直
し
・
工
夫
に
つ
い
て

外
国
人
観
光
客
へ
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
周
知
に
つ
い
て

ク
ル
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

特
別
賞
の
受
賞
を
受
け
て

今
冬
の
除
排
雪
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

シ

※

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
つ
い
て

能
楽
堂
の
活
用
に
つ
い
て

指
定
ご
み
袋
の
無
料
交
付
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
の
主
な
質
問
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※…11ページの用語解説をご覧ください。

　
　
　
本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

　
　
　
ア
ル
は
、
い
つ
変
更
を
行
う

見
込
み
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
令
和
６
年
度
中
に
北
海
道
か

　
　
　
ら
、
現
在
の
地
震
被
害
想
定

に
、
津
波
被
害
を
加
え
た
被
害
想
定

が
公
表
さ
れ
る
の
を
受
け
、
令
和
７

年
度
に
本
市
地
域
防
災
計
画
等
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
８
年
度
中
の

改
訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交

　
　
　
付
金
か
、
緊
防
債
の
活
用
の

い
ず
れ
に
し
て
も
、
避
難
所
と
な
る

体
育
館
へ
計
画
的
な
空
調
整
備
を
求

め
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
子
ど
も
や
市
民
の
利
用
が
多

　
　
　
い
公
共
施
設
を
優
先
し
な
が

ら
、
空
調
整
備
を
進
め
、
学
校
体
育

館
で
は
、
大
型
扇
風
機
等
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
へ
の
整
備
は
、

優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、
交
付
金

の
創
設
を
踏
ま
え
、
学
校
体
育
館
へ

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
新
小
樽
（
仮
称
）
駅
周
辺
に

　
　
　
つ
い
て
、
新
幹
線
工
事
で
立

ち
退
き
を
行
い
、
計
画
で
は
「
都
市

型
居
住
推
奨
区
域
」
と
す
る
の
は
、

か
つ
て
の
住
民
を
愚
弄
す
る
こ
と
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
新
幹
線
新
駅
の
利
便
性
を
考

　
　
　
慮
し
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

新
駅
な
ど
の
建
設
の
た
め
に
移
転
を

お
願
い
し
た
こ
と
と
は
、
次
元
が
異

な
る
も
の
で
す
。

　
　
　
長
橋
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た

　
　
　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
と
、
専
任
教
員
の
確
保
や

他
校
へ
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
令
和
６
年
度
に
開
設
し
、
利

　
　
　
用
者
は
最
も
多
い
月
で
延
べ

１
１
０
人
で
す
。
令
和
７
年
度
は
、

道
教
委
の
加
配
に
よ
る
専
任
教
員
の

確
保
や
、
複
数
校
に
設
置
を
す
る
こ

と
で
、
支
援
の
充
実
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
日

　
　
　
数
に
は
、
各
月
に
上
限
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
職
場
の
理
解
が
な

け
れ
ば
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
す
。
上
限

日
数
を
増
や
す
よ
う
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
国
の
留
意
事
項
で
は
、
障
害

　
　
　
児
の
家
族
の
就
労
支
援
や
一

時
的
な
休
息
を
目
的
と
す
る
場
合
に

は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
日
中
一

時
支
援
な
ど
の
活
用
が
示
さ
れ
て
い

る
た
め
、
国
へ
の
要
望
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　
　
　
観
光
と
市
民
生
活
の
両
立
を

　
　
　
し
っ
か
り
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
過
度
の
混
雑
や
、
迷
惑
行
為

　
　
　
等
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
や

旅
行
者
の
満
足
度
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
の
中
、
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
に
は
、
住
民

生
活
の
質
の
確
保
と
観
光
客
の
受
入

れ
の
両
立
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
具
体
的
な
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
設
置
に
は
、
電
力
を
供
給
す

　
　
　
る
た
め
の
電
柱
が
新
た
に
必

要
で
す
が
、
当
該
道
路
が
緊
急
輸
送

道
路
に
指
定
さ
れ
る
と
、
電
柱
に
よ

る
占
用
が
禁
止
と
な
り
ま
す
。「
信

号
柱
そ
の
他
の
警
察
が
設
置
・
管
理

す
る
物
件
及
び
街
灯
は
、
電
柱
に
含

ま
れ
な
い
」
と
い
う
国
の
占
用
禁
止

の
運
用
指
針
に
は
、
警
察
が
設
置
す

る
電
力
供
給
の
電
柱
は
該
当
し
な
い

の
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
北
海
道
が
緊
急
輸
送
道
路
に

　
　
　
指
定
し
た
場
合
、
道
路
法
第

37
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
市

は
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
道
路
の

占
用
の
制
限
区
域
に
指
定
し
ま
す
。

指
定
後
は
、
電
気
事
業
者
等
は
、
新

た
な
電
柱
を
設
置
す
る
こ
と
は
原
則

で
き
ま
せ
ん
が
、
警
察
が
設
置
す
る

信
号
柱
や
電
力
供
給
の
た
め
の
電
柱

等
は
、
国
土
交
通
省
の
運
用
指
針
に

よ
り
除
外
さ
れ
ま
す
。 

　　
　
　
信
号
機
は
公
安
委
員
会
以
外

　
　
　
が
設
置
で
き
ず
、
緊
急
輸
送

道
路
の
指
定
も
北
海
道
が
行
う
た
め
、

北
海
道
が
主
導
し
て
設
置
を
進
め
る

こ
と
を
、
市
が
強
く
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
信
号
機
へ
の
電
力
供
給
に
つ

　
　
　
い
て
調
整
が
必
要
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
道
警
と
は
、
引
き

続
き
、
速
や
か
な
設
置
に
向
け
て
協

議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽高齢者の補聴器購入助成進めて

▽学校給食費せめて２か月無償化に

▽学校給食食べる時間もっと余裕を

▽下水道の維持管理の取組は

▽市営住宅の温水器レンタルについて

▽街路防犯灯助成制度について

▽貸出ダンプ制度を利用しやすく

▽１歳児の保育士配置を５対１に

▽新年度のポートセールスについて

▽小樽市の雇用の実態について

▽障がい者の生活介護の報酬引下げ

▽トイレカー全面的活用含め検討を

▽市会計年度任用職員正規職員並みに

▽防
※

災スフィア基準に基づくものに

▽安上がりの保育は問題です

日本共産党の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線515

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

　
　
　
　
　
小お
ぬ
き貫 

　
元
は
じ
め 

議
員

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

避
難
所
と
な
る
体
育
館
空
調
整
備
を

酒さ
か
い井 

隆た
か
ひ
ろ裕 

議
員

　
　
　
　
　
高た
か
の野

さ
く
ら 

議
員

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

障
害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て

観
光
公
害
に
つ
い
て

築
港
海
岸
通
線
へ
の
信
号
機
設
置
②

築
港
海
岸
通
線
へ
の
信
号
機
設
置
①

日
本
共
産
党
の
主
な
質
問



令和７年５月１日

立憲・市民連合の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111　内線514

　
　
　「
お
や
こ
の
集
い
の
場
整
備

　
　
　
事
業
」
で
説
明
さ
れ
て
い

る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
」
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
拠
点
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
、
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
３
か
所
の
市
立
保
育
所
に
設

　
　
　
置
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
同
様
に
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
と
し

て
、
主
に
お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て

等
に
関
す
る
相
談
や
、
地
域
の
子
育

て
関
連
情
報
の
提
供
、
講
習
等
を
実

施
す
る
ほ
か
、
障
が
い
児
を
含
む
子

ど
も
た
ち
が
、
安
全
に
楽
し
く
遊
べ

る
空
間
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
従
事
者

　
　
　
の
転
籍
の
準
備
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
雇
用
者

変
更
に
よ
る
雇
用
環
境
の
変
化
な
ど

の
不
安
に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
受
託
事
業
者
か
ら
は
、
支
援

　
　
　
員
等
と
の
個
別
面
談
を
実
施

し
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
事
業
者
決
定
前
は
、
支
援

員
等
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
る

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
決
定
後
の
全
体
説
明
会
な
ど
で
、

事
業
者
が
丁
寧
に
具
体
的
な
説
明
な

ど
を
行
い
な
が
ら
疑
問
点
の
解
消
を

図
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
雇
用

環
境
の
変
化
等
に
対
す
る
不
安
は
特

段
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

　
　
　
市
内
企
業
に
対
し
て
制
度
の

　
　
　
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
進
め
、
制
度
の
導
入
企
業
が
増
え

る
よ
う
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
札
幌
市
が
実
施
す
る
「
さ
っ

　
　
　
ぽ
ろ
圏
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
」は
、本
市
の
企
業
も
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
の
認
定
企
業
は

少
な
く
、
事
業
へ
の
認
知
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
周
知
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
実
証

　
　
　
運
行
を
す
る
エ
リ
ア
、
運
行

時
期
、
料
金
体
系
に
つ
い
て
、
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
運
行
エ
リ
ア
は
堺
町
と
運
河

　
　
　
周
辺
を
結
ぶ
循
環
ル
ー
ト
と

し
、
運
行
期
間
は
６
月
ま
た
は
７
月

の
２
週
間
、
乗
車
料
金
は
無
料
と
し

て
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
小
樽
市
雪
対
策
基
本
計
画
中

　
　
　
間
見
直
し
案
の
「
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
雪
対
策
の
推
進
」
で
は
、

「
市
と
町
内
会
等
団
体
で
、
そ
の
地

域
に
合
っ
た
雪
対
策
を
共
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
あ
り
ま
す
が
、

現
在
１
団
体
で
試
行
し
て
い
る
内
容

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
令
和
５
年
度
か
ら
、
地
域
と

　
　
　
の
連
携
・
協
力
の
一
環
と
し

て
、
市
有
の
小
型
除
雪
機
を
町
内
会

等
の
団
体
に
貸
し
出
し
、
市
の
除
雪

が
行
き
届
か
な
い
道
路
や
、
除
雪
が

困
難
な
高
齢
者
宅
前
等
の
除
雪
作
業

を
町
内
会
の
皆
様
に
実
施
し
て
い
た

だ
く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
災
害
時
に
自
身
で
避
難
で
き

　
　
　
な
い
単
身
高
齢
者
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
い
う
位
置
付
け
を
し
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
小
樽
市
地
域
防
災
計
画
に
お

　
　
　
い
て
、
自
力
で
の
避
難
が
困

難
な
単
身
高
齢
者
を
要
配
慮
者
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
ほ
か
、
障
害
者

手
帳
交
付
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
避
難
行
動
要
支
援
者
は
、
名
簿

に
登
録
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
災

害
発
生
時
に
は
、
名
簿
を
提
供
し
て

い
る
消
防
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、

情
報
伝
達
や
安
否
確
認
、
指
定
避
難

所
等
ま
で
の
避
難
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

　
　
　
日
本
語
を
話
せ
な
い
外
国
人

　
　
　
が
、
１
１
９
番
通
報
を
し
た

と
き
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
対
応

に
つ
い
て
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
本
市
は
、
外
国
語
に
よ
る
１

　
　
　
１
９
番
通
報
の
通
訳
業
務
を

外
部
委
託
し
て
お
り
、
外
国
人
か
ら

の
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
が
、
委
託
先
の
電
話
通

訳
セ
ン
タ
ー
に
接
続
し
、
通
報
内
容

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を

把
握
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽

【 主 な 質 問 項 目 】

▽日本遺産地域型認定について

▽本庁舎長寿命化計画について

▽教育用端末整備事業費について

▽公園愛護会について

▽女性消防吏員について

▽全国体力調査の調査結果について

▽防災マップについて

▽除雪事業の人手不足解消について

▽汚水管の破損と道路陥没について

▽人口減対策としての観光について

▽親子ワ
※

ーケーションについて

▽権利を擁護する取組について

▽市民会館について

▽小樽地域雇用創造協議会について

▽有害鳥獣について

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

※…11ページの用語解説をご覧ください。

　
　
　
　
　 
面お
も
の野 

大だ
い
す
け輔 

議
員

下し
も
が
ね兼 

　
薫
か
お
る 

議
員

お
や
こ
の
集
い
の
場
整
備

事
業
費
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

市
内
企
業
へ
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
の
導
入
拡
充
を

自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
実
証

運
行
事
業
に
つ
い
て

小
樽
市
の
除
排
雪
に
つ
い
て

高
齢
者
の
単
身
世
帯
に
つ
い
て

小
樽
市
消
防
本
部
の
外
国
人

へ
の
救
急
対
応
に
つ
い
て

立
憲
・
市
民
連
合
の
主
な
質
問



令和７年５月１日

保育所、高齢者福祉、生活保護など� …………4105円

職員の給与など� ……………………………1269円

道路、公園、港湾の維持整備、除雪など� ……………1152円

保健所や葬斎場、ごみ処理など� …………………844円

庁舎の維持管理、戸籍管理、選挙など� …………791円

市が借りたお金の償還金など� …………………714円

学校教育や図書館、体育施設など� ………………509円

議会、消防など� …………351円

商工業や観光、雇用、農林水産など

� ………265円

民生費

職員給与費

土木費

衛生費

公債費

教育費

総務費 商工・労働・農林水産業費

議会費・消防費・予備費など

小樽市の令和７年度一般会計予算額を１万円とすると、その使われ方は・・・

令和７年度予算の概要 当初予算案を審議し可決しました

　第１回定例会に提出された令和７年度予算案は、「まちの強みと民（みん・たみ）の力による未来を志向し
たまちづくり」をテーマに、最重要課題である「人口対策」のほか、自治体ＤＸやゼロカーボンの推進など、
喫緊の課題解決に向けた取組への重点的な予算配分を意識しながら、必要な事業を厳選したものとなっていま
す。議会では、予算特別委員会で審議の上、最終本会議において賛成多数により可決しました。



令和７年５月１日

令和７年度当初予算　主要事業

人口対策
●放課後児童クラブ運営業務委託料
 ……４億1225万円
　市内小学校開設の放課後児童クラブについて、令和７年度から開
　設時間を拡大するほか、サービスの充実・質の向上を図るため、
　運営業務を民間事業者へ委託。

●地方就職学生支援補助金……………… 294万円
　東京に本部がある大学の学生などに対し、市内企業への就職活動
　等の交通費や、実際に移住する際に要した移転費への支援を行い、
　ＵＩＪターンを促進。

活力を生み出すまちづくり
●オーバーツーリズム対策事業費 ……1269万円
　春節など海外観光客の多い時期に、船見坂などに警備員を配置し、
　交通マナーや住宅地への立ち入り防止などの注意喚起を行うほか、
　関係機関と連携し、オーバーツーリズム対策連絡協議会で対応を
　協議。

●南・西北海道広域観光事業費  …………41万円
　北海道新幹線の札幌延伸を見据え、広域観光を促進するため、沿
　線地域を含む自治体で連携し、情報共有や交流事業を実施。

安全・安心なまちづくり
●防災関係経費（避難所機能強化事業費） 467万円
　各避難所の災害備蓄品として、備蓄食数を増加するほか、寒さ対
　策として石油ストーブを整備。

●医療的ケア児保育支援事業費ほか関連事業
 ……１383万円
　�日常生活を営むために医療的ケアを要する状態の幼児・児童に対
し、小学校や放課後児童クラブ、保育所等の利用を支援するた
め、看護師等を派遣。

暮らしを支えるまちづくり
●健康ポイント事業費 ……………………268万円
　ウイングベイ小樽で展開されている、北海道済生会ウエルネスタ
　ウン構想のウイングベイウォーキング・ポイント付与事業と連携
　し、市のがん検診に参加した市民に一定のポイントを付与。

●自動運転ＥＶバス実証運行事業費 …3278万円
　バスの運転手不足の中、市内バス路線網の維持に向け、課題解消
　の手段の一つとして、自動運転ＥＶバスの実証運行を実施。

次世代を見据えたまちづくり
●市有施設太陽光発電設備導入事業費
　 　　　　　　　　　　　　 ……1450万円
　市有施設への再生可能エネルギーの導入推進のため、既存施設の
　太陽光発電設備の導入可能性について調査を実施。

●庁内行政キオスク端末設置事業費 …1128万円
　市役所別館１階の戸籍住民課待合スペースに、マイナンバーカード
　を利用して住民票・印鑑証明を取得できる「行政キオスク」を設置。

魅力を活かしたまちづくり
●日本遺産推進協議会補助金 ……………665万円
　令和６年度に日本遺産認定を受けた「北海道の『心臓』と呼ばれ
　たまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～」の事業主
　体である、小樽市日本遺産推進協議会への補助。

●第３号ふ頭周辺環境整備事業費 ………470万円
　第３号ふ頭及び周辺再開発により、交通量が増大している歩行者
　の安全な交通環境を確保するため、横断歩道を設置。

　令和７年度の予算に計上された主な事業のうち、新規事業を中心に、最重要課題である「人口対策」をはじめ、

本市の持続力向上につながる６つのまちづくりの視点から分類して紹介します。

一般会計歳出を経費の性質別（経済的性質に着目して分類）で見ると・・・

　左のグラフのように、「人件費」「扶助費（社
会保障制度の一環として、児童・高齢者・障
害者・生活困窮者などを支援するために要す
る経費）」「公債費」の３つの経費は、「義務
的経費」といわれています。
　この「義務的経費」は、家計に例えると、
食費やローンの返済など、必ず支払わなけれ
ばいけない経費で、この割合が大きくなると
自由に使えるお金が少なくなり、財政に余裕
がないことになります。

義務的経費の割合の推移

令和７年度 令和６年度 令和５年度

49.9％ 51.8％ 51.7％
※各年度の当初予算時点
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●ふるさと納税について、他都市では、水産高校の生徒
と地元の企業が共同で開発した商品を返礼品としてい
る事例がありますが、次世代を担う生徒たちが学びの
成果を広く発信できるこの取組は、教育効果やモチ
ベーションの向上にもつながり、地域全体の活性化に
もつなげられると考えています。本市の水産高校の生
徒たちが関わった水産加工品を返礼品に採用すること
の実現に向けて、具体的な取組を進めてほしいと思い
ますが、いかがですか。

●市教委は、シリアル型日本遺産に認定されている「炭
鉄港」に特化した学習は取り入れていないとのことで
すが、「炭鉄港」は他地域のことを学ぶいい機会であ
りますので、小学校の宿泊学習や修学旅行、中学校の
宿泊研修などの行事を利用し、関係都市間で連携して
児童・生徒の相互交流の学習機会を設けることは有効

です。また、直接体験することは非常に貴重な機会
で、※シビックプライドの醸成にも有効でありますの
で、今後、認定された日本遺産を持続させる取組の柱
となっていくものだと考えることから、積極的に検討
し、取り組んでほしいと思いますが、いかがですか。

●本市の市街化調整区域内の違法建築物は、直近５年で
ずっと件数が変わっておらず、なかなか改善が進んで
いない状況であり、市が行う指導が有効でなかった
り、甘かったりするのではないかと思います。隣接す
る札幌市の違法建築に関する報道があり、市民の関心
が高まっている今が好機であることから、報道の情報
も利用しながら取締りを強化し、都市計画法や建築基
準法に規定されている罰則の適用も含めて、粘り強く
取り組んでほしいと思いますが、いかがですか。

●令和７年度当初予算で新規に計上されている、市政ア
ンケートモニター事業費は、市民のニーズを適切なタ
イミングで迅速に把握するとともに、市政への市民参
加を図るため、インターネットアンケートモニター制
度を導入し、回答実績に応じてデジタルギフトを進呈
するというものです。この制度は、インターネットを
介するため、モニター会員の年齢が偏り、高齢者の層
が薄くなってしまう懸念がありませんか。また、アン
ケートの結果が予算編成に反映され、回答した人が自
身の意見が市政に反映されていると実感を得られるや
り方も必要だと思いますが、いかがですか。

●小樽港物流促進プロジェクト事業は、中国コンテナ航
路やフェリー航路の利用促進及び国内ポートセールス
を行うものですが、令和７年度は、フェリー航路利用
促進事業において、市民限定の割引商品の追加や小樽
周遊ツアー商品の造成を行うことで予算額が増額して

います。フェリーの認知度向上や個人利用者の底上げ
を図り、港を起点としたにぎわいづくりによる経済の
活性化を目指す事業拡大とのことであり、市には、本
市の港の活用や営業活動に加え、効果検証も進めてほ
しいと思いますが、いかがですか。

●空き家調査について、本市では５年に１度の実態調査
に当たり、地域に精通している町内会に協力を依頼し
ていますが、調査期間が多忙な年末年始であったこと
から、町内会の負担軽減のためどのような対応をしま
したか。また、町内会が苦労して調査を行い提出した
にもかかわらず、市から何の反応もないと不満の声が
上がっています。小樽市自治基本条例の「協働」の考
え方に基づけば、今回の調査協力に対して、市からの
配慮が必要であったことに鑑みれば、今後、町内会に
気持ちよく協力してもらえるような体制を築いてほし
いと思いますが、いかがですか。

▼自由民主党小樽市議会議員会

▼公明党小樽市議会議員団

委員長報告を通して、各会派の質疑・質問の概要をお知らせします。
委員会質疑等の詳細については、市議会ホームページで後日公開する会議録または小樽市議会の公式YouTubeをご覧ください。

予算特別委員会の委員長報告より

※…11ページの用語解説をご覧ください。
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●親子ワ
※

ーケーションは、発達障害のある子どもを持つ
家族が本市に滞在し、作業療法士が設計したプログラ
ムを実施しながら本市での生活を体験してもらうこと
で、関係人口の創出や移住・定住につなげることを目
的とした事業です。令和５年度の実績は、目標40家族
に対し１家族と、周知が足りないと感じることから、
厚沢部町の取組を参考に、利用したいと思ってもらえ
る周知を行ってもらいたいと思うほか、今後、利用者
数が目標に達しない場合、事業の見直しを検討する必
要があると思いますが、いかがですか。

●旧第３倉庫の利活用について、第３倉庫活用ミーティ
ングからの提言書は、官民で連携した多岐にわたる取
組を期待する内容となっています。旧第３倉庫のよう
に本来の役割を終え、文化的・歴史的な施設として利
活用していくためには、マンパワーや資本、行政上の

手続など、重層的な支援が必要ですが、旧第３倉庫の
利活用を進める上で市や企業が抱えている課題と、そ
の課題を踏まえた今後の取組について、市はどのよう
に考えていますか。

●本市では、設置から50年以上経過した汚水管が約７％
あるということですが、今後は、老朽化した汚水管の
修繕件数が増えるとともに、昨今の物価高を受け、維
持管理費の増加が見込まれると思います。他都市の例
のように、資金調達の手段として、ふるさと納税やク
ラウドファンディングの導入を検討したことはありま
すか。また、劣化等の主な原因として硫化水素が挙
げられ、異物の流出を防ぐことで汚水管の寿命を延ば
すことにつながることから、市民に協力の啓発活動を
行ってほしいと思いますが、いかがですか。

●移住支援金は、東京23区に在住または通勤している方
が本市に移住し、５年以上継続して居住する意思を持
ち、かつ対象法人に就業した場合に、単身には60万
円、世帯には100万円、さらに18歳未満の世帯員を帯
同している場合は１人当たり100万円を加算して支給
する制度とのことです。移住支援金のほかに住宅建築
費を最大200万円まで助成する他自治体もあることか
ら、本市でも、支援を厚くすることを検討してほしい
と思いますが、いかがですか。

●照明設備改修事業費は、市内小・中学校の屋内運動場
照明設備のＬＥＤ化を順次進めるものであり、令和７
年度当初予算では６校分として２億3920円で、１校
当たりで約4000万円の事業費となります。労務単価
の上昇等により事業費が増加する傾向になるのは理解

しますが、事業費を抑えている自治体の中には、リー
スで導入しているケースもあることから、残り13校の
照明設備は、リースで更新することも検討してほしい
と思いますが、いかがですか。

●小樽市立病院の看護師不足について、市は、病院機能
の維持が難しくなった際の対応で具体的な職員数に合
わせた病院運営の数値基準を定めていないとのことで
すが、限界になってから考えるのでは遅いことから、
看護師が一定数減少した場合の対応策などを決めてお
く必要があります。また、対策として、待遇や評価制
度の見直し等も重要ですが、現場の声を十分に吸い
上げる仕組みが必要であり、現場の小さな意見や疑問
を解決する仕組みが今後さらに大事になると思います
が、いかがですか。

●事業承継支援事業費について、令和７年度は実施調査
を行わないだけでなくセミナーの開催も見送られたた
め、予算額が10万円となっています。以前陳情が出さ
れた店舗リフォーム助成も、財政的な問題で実施は難
しいとのことですが、安全性の確保や後継者問題、店
舗の機能維持や経営力強化などを考慮すると、店舗改
修費等の費用助成こそが事業継承につながると考える
ため、前向きに検討してもらいたいと思いますが、い
かがですか。

●放課後児童クラブ運営業務委託料について、令和７年
度から民間委託することで、児童、保護者、支援員に
とってよりよいサービスの充実が図られ、デメリット

は生じないとのことですが、行政から内情が見えづら
くなったり、保育の質や支援員の待遇の低下が心配さ
れたりすることから、今後、市から積極的に保護者や
支援員の意見や要望を聴きとっていくなどの仕組みを
作ってほしいと思いますが、いかがですか。

●マイナ保険証は、高齢者のデジタルデバイドの問題
や、認知症の方などの保険証管理などの課題があり、
今後一層のトラブルが懸念されるため、市として対策
を図るべきであるほか、投薬情報のデジタル化は直近１
か月の投薬情報が反映されないことや、資格証の発行の
見通しが立たないなどの課題もあることから、押しつけ
はやめるべきと思いますが、いかがですか。

▼立憲・市民連合小樽市議会議員会

▼みらい小樽市議会議員会

▼日本共産党小樽市議会議員団

予算特別委員会の委員長報告より

※…11ページの用語解説をご覧ください。

委員長報告を通して、各会派の質疑・質問の概要をお知らせします。
委員会質疑等の詳細については、市議会ホームページで後日公開する会議録または小樽市議会の公式YouTubeをご覧ください。
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●選定療養費（２ページ）
　医療機関の機能分担のため、紹介状を持たずに200床以上の
　地域医療支援病院で受診した場合にかかる費用。

●ケイシイシイ（２ページ）
　「小樽洋菓子舗ルタオ」を経営する株式会社。

●ＧＰＳ人流データ（３ページ）
　スマートフォンのＧＰＳ位置情報などを用いて収集された人
　の動きや流れを示すデータ。

●地域ＤＭＯ（３ページ）
　観光地域づくりを目的とした地域内の連携組織のこと。

●レスポンシブル・ツーリズム（３ページ）
　観光客が旅行先の地域コミュニティや環境に与える影響に責
　任を持ち、旅行先に配慮する考え方のこと。

●自動運転レベル４（３ページ）
　限定された条件下で、システムが全ての運転操作を行い、運転
　手が運転席を離れることができるレベル。

● RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）（３ページ）
　パソコンでの事務作業を自動化するソフトウェアロボット技
　術のこと。

●オープンイノベーション（３ページ）
　社内社外の垣根なくアイデアや技術を取り入れ、革新的な製品
　やサービス等の新たな価値を創出する手法のこと。

●義務的経費（４ページ）
　歳出のうち、任意に削減できない経費。一般的に人件費、扶助
　費および公債費のことを指すもの。

●シビックプライド（４・９ページ）
　地域や自治体に対する住民の誇りや愛着のこと。

●ボラード（４ページ）
　地面に直立したポール状の杭で、車止めなどに利用するもの。

●ポットホール（４ページ）
　道路のアスファルト舗装などに円形に空いた穴のこと。

●防災スフィア基準（５ページ）
　災害等の被災者が尊厳ある生活を営むための人道支援におけ
　る最低基準のこと。

●ワーケーション（６・10ページ）
　職場や自宅以外の場所で仕事をしながら、余暇も楽しむ働き方。

用  

語  

解  

説

�

○本会議の開催状況

会議名 会　期 会期日数

第1回臨時会 1月18日 1日

第1回定例会 2月27日
～3月22日 25日

第2回定例会 6月11日
～7月1日 21日

第3回定例会 9月3日
～9月25日 23日

第4回定例会 12月3日
～12月23日 21日

○委員会の開催状況

委　員　会 開催日数

常
任
委
員
会

総　　　務 4日

経　　　済 4日

厚　　　生 4日

建　　　設 5日

特
別
委
員
会

予　　　算 19日

決　　　算 5日

議会運営委員会 26日

○議案等の審議状況

区　分 可決 否決 計

市
長
提
出
議
案

条　　例 50 0 50

予算議案 44 0 44

決算議案 12 0 12

その他の議案 38 0 38

計 144 0 144

議
員
提
出
議
案

条　　例 2 4 6

意見書・決議 23 4 27

その他議案 1 1 2

計 26 9 35

総　計 170 9 179

数字で見る小樽市議会

〇会議傍聴者数 （延べ人数）　　本会議39人　　委員会38人
〇インターネットでの議会中継（生中継・録画中継）の視聴回数　23,785回
〇市議会だより発行部数 　　　１回当たり35,000部�

　小樽市議会が昨年（令和６年）中に行った会議の開催状況や議案の審議状況などを集計しました。会議
の傍聴者数などと併せてお知らせします。

小樽市議会の広報に関するアンケートを実施します
　小樽市議会では、市民の皆様が議会の広報について、日頃どのように感じているかなどのご
意見を伺うため、アンケート調査を実施します。

　右のQRコードまたはURLからアクセスの上、ご回答をお願いいたします。

　今回のアンケート調査は、今後の広報の在り方を検討するための基礎資料とさせていただき

ます。

　皆様が身近に感じられる議会とするため、情報発信に努めたいと考えておりますので、趣旨

をご理解いただき本調査にご協力をお願いいたします。

URL:https://forms.gle/
u6T7LXtwR9qA3buk9
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■小樽市議会ホームページ（小樽市議会中継）

　�小樽市ホームページ�https://www.city.otaru.lg.jp�のトップページ 「市議会」からアクセスしてください。

■「おたる市議会だより」に対するご意見、ご感想をお寄せください。 

　宛先　(〒047-8660)小樽市花園2丁目12番1号 　小樽市議会事務局　TEL�22−2847　FAX�22−2315　E-mail:gikai@city.otaru.lg.jp

第１回定例会において可決された意見書は、関係省庁等へ提出いたしました。� 賛成○　反対×　継続審査△
（自民＝自由民主党、公明＝公明党、共産＝日本共産党、立・市＝立憲・市民連合）� � � � � � �

全会一致で可決となったもの

全会一致で可決となったもの

態度の分かれたもの

第１回定例会に提出された陳情・意見書の採決結果について

区　分 件　　　　　　　　名 各会派の態度 採決結果自民 公明 みらい 共産 立・市

市長提出

令和７年度小樽市一般会計予算 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
令和７年度小樽市特別会計予算（港湾整備事業、水産物卸売市場事業、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業） ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
令和7年度小樽市企業会計予算（病院事業、水道事業、下水道事業、産業廃棄物等処分事業、簡易水道事業） ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市職員給与条例等の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市税条例及び小樽市宿泊税条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
小樽市公共船客待合所条例の一部を改正する条例案 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決
工事請負契約について［後志共同消防指令センター整備工事］ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可　決

議員提出
令和７年度小樽市一般会計予算に対する修正案 × × × ◯ × 否　決
小樽市非核港湾条例案 × × × ◯ ◯ 否　決
小樽市議会個人情報保護条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ × ○ 可　決

区　分 件　　　　　　　　名 各会派の態度 採決結果自民 公明 みらい 共産 立・市
陳　　情 市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯罪」等を減らす取組に関する陳情方について × × × × × 不採択

意 見 書

若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書 × ◯ ◯ ◯ × 可　決
ＩＬＯハラスメント禁止条約の批准を求める意見書 ◯ × ◯ ◯ ◯ 可　決
選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論の促進を求める意見書 × ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決
持続可能な学校の実現を目指す意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決
性犯罪の再犯防止の取組への支援の強化を求める意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決
オーバーツーリズムの未然防止・抑制に向けた取組と地方自治体が地域の実情に応じて行う取組への更なる支援を求める意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

第１回臨時会に提出された議案の議決結果について

第１回定例会に提出された議案等の議決結果について

区　分 件　　　　　　　　名
市長提出 令和６年度小樽市一般会計補正予算

区　分 件　　　　　　　　名

市長提出

令和６年度小樽市一般会計補正予算（先議分）
令和６年度小樽市一般会計補正予算
令和６年度小樽市特別会計補正予算（国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業）
令和６年度小樽市企業会計補正予算（下水道事業）
小樽市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案
小樽市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
小樽市建築基準法施行条例の一部を改正する条例案
小樽市水道布設工事監督者を配置する工事及び当該監督者の資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例案
小樽市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例案
工事請負契約について［手宮公園競技場トラック等改修工事］
工事請負契約について［公営住宅建替工事（塩谷B住宅）］
市道路線の認定について［梅広線］
市道路線の変更について［朝里川温泉橋通線］
工事請負契約について［公営住宅建替機械設備工事（塩谷B住宅）］
令和６年度小樽市一般会計補正予算（追加提案）
小樽市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案

議員提出 小樽市議会委員会条例の一部を改正する条例案


